
学問分野の壁を超えて多様な人材と共創できる
トランスボーダー型価値創造人材育成プロジェクト事業統括：加藤光保（副学長・理事）

●教・教分離による垣根の低い組織体
制を確立

●深い専門性と学際性を共に担保す
る学位プログラム制の実施

●ダブル・メンター制による学際的な
研究指導体制の確保

●URA研究戦略推進室によるバック
アップ体制の充実

●アカデミアや産業界との交流イベン
トの実践

〇年度末にポスター発表会

〇ルーブリック評価の導入
（試行・暫定版）

研究計画書には、博士後期課程における研究テーマが持続可能な開発
目標（SDGｓ）の達成にどうつながるか、若しくは、より長期的な視点とし
て30年後、50年後の人類社会へどう貢献できるかを含めて記載させる
ことで、自分の研究に関して社会とのつながりを考えさせる。


